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   大洲河川国道事務所 
 

 
『防災まちづくり、まちを知る～東大洲地区編～』 

水災害リスクを踏まえた防災まちづくりに関する 

高校生ワークショップ及び報告会の開催 

 肱川流域では現在、平成30年7月豪雨の再度災害防止として緊急的な治水整備事

業が実施されていますが、整備後においても、気候変動等によって水災害は頻発・

激甚化の恐れもあり、水災害リスクは依然として残ります。 
そこで大洲市における水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの推進を定着・継

続する目的として、地元高校生と東京大学学生のワークショップを実施します。 
このワークショップでは、実際にまちを歩き、水災害リスクとして「何が課題と

なるか」、また、「どんなまちにしたいのか」を考え、意見を取りまとめて頂き

ます。 
また、ワークショップで検討した内容は、「防災まちづくり、まちを知る～東大

洲地区編～」として報告会を開催し、各行政の取組紹介とともに、学生達が考えた

防災まちづくりの検討内容の報告を、地域住民の方々に行います。 
 

記 
【高校生ワークショップ】 

１．開催日時 
    令和６年２月１７日（土） １３：００から１７：００ 
 ２．開催場所 
    肱川河川防災ステーション（大洲市若宮 1869 番地 1） 

    及びふれあいパーク周辺 （大洲市東大洲 1563-1 付近 ※防災まちあるき） 
 ３．主な内容 
    大洲高校及び大洲農業高校の学生、東京大学学生とのワークショップ。 

詳細は【別添１】をご参照ください。 
 
【報告会】 

１．開催日時 
    令和６年３月１６日（土） １３：００から１５：００ 
 ２．開催場所 
    大洲市総合福祉センター 4 階多目的ホール（大洲市東大洲 270 番地 1） 
 ３．主な内容 
    詳細は【別添２】をご参照ください。 

※参加者は東大洲周辺の地域住民の方々に限定するため、その他地域からの一般

募集は行いません。 
 
【問い合わせ先】 

国土交通省 大洲河川国道事務所 Tel: 0893-24-5188 

 副所長     髙島 愛典   （内204） 

●工務第一課長  宮田 晃    （内311） 
                               ●：主な問い合わせ先   



国土交通省 四国地方整備局
大洲河川国道事務所

東京大学 工学部社会基盤学科、大洲市

主催：

共催：

水災害リスクを踏まえた防災まちづくり（東大洲地区）
第1回 住民ワークショップ（高校生編）

令和6年 2月 17日（土） 13:00~17:00日 時

会 場

住 所

肱川河川防災ステーション

大洲市若宮1869番地の１

〒795-8512 大洲市中村210
TEL: (0893)24-5188    FAX: (0893)24-5234

お問合せ：

国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所
工務第一課 （宮田・山北）

※この地図は国土地理院の地理院地図に加筆したものである。

第1回高校生ワークショップでは、地元高校生と東京大学学生との交流を踏まえた“学びの場”として、

共に考える防災まちづくり（グループワーク）を実施します！

自分達の住む東大洲地区の水災害リスクの状況や防災まちあるきを通して、水災害リスクや防災につ

い学び、災害時にはどのような避難行動が必要か？自分たちの住まい方はどうすればよいか？どんなま

ちにしていきたいか？自分たちのまちを知り、参加者みんなの思いを乗せた「東大洲地区のグランドデ

ザイン」を考えていきます。

時間 内容

13：00～13：05 （5分） ■開会挨拶、はじめに

13：05～13：25 （20分） ①東大洲地区の水災害や整備状況

13：25～13：40 （15分） ②住民アンケート結果の報告

13：40～13：50 （10分） ③東大生のプラン発表

13：50～14：05 （10分） ～マイクロバスにて「ふれ愛パーク」に移動～

14：00～15：20 （80分） ④防災まちあるき（整備施設や語り部さんの被災体験等）

15：20～15：30 （10分） ～まちあるき後、マイクロバスにて移動・戻る～

15：30～15：40 （10分） ～ 休憩 ～

15：40～16：40 （60分） ⑤グループワーク（2班体制）

16：40～16：50 （10分） ⑥発表（5分づつ）

16：50～17：00 （10分） ■総評、閉会挨拶、おわりに

参加生徒：大洲高校生徒 5～6名程度

大洲農業高校生徒 5～6名程度

東京大学学生 3～4名程度 2班に分かれてワークショップを実施

別紙１



別紙２






